
長野県南信工科短期大学校

具体的取組 令和６年度課題（取組）

小項目（取組） 評価項目
本年度（令和５年度）の主な取組

（注）赤字は新規の取組
委員コメント （注）赤字は新規の取組

社会に期待される人材教育
・予定した授業の実施
・専門的知識の修得状況
・実践力の向上

〇地域企業の課題をテーマとした卒業研究及び共同教育の実
　施。
〇VR技術や生成AI、産業用ロボットに関する授業の検討。
○10月に新しく導入された協働ロボットを使用した実習の検
　討。

〇生成AIを活用した未来のサービスについて発表
　資料を作成する授業を実施。
〇協働ロボットの活用方法を積極的に提案できる
　人材育成のため、ロボット実習を実施。
〇地域企業の課題をテーマとした「デジタルモー
　ルド粉末冶金」等の卒業研究を実施。

〇生成AIについては、後期の授業で実施し生成AIの使い
　方、注意点、可能性と限界について学んだ。
〇協働ロボット実習は重要課題であるため、さらに充実
　する必要がある。

a

〇実践的な能力向上のための機器の整備及び実習の追加などを検討しており、
成果が期待されます。
〇先進的なカリキュラムを積極的に取り入れ、学生にも一層有意義な教育と
なっている。
〇地域企業の課題をテーマとした卒業研究やＡＩを軸とする授業が行われてお
り、社会に期待される人材育成が行われている。

〇アスパラガス収穫に関する研究を、引き続き実施する。
〇３ＤカメラやＡＩ等の周辺機器の活用やＮＣ工作機械との連携など、協働ロボットの
実習の充実化を検討する。
〇「デジタルモールド粉末冶金」や「歩行補助装具」の地域企業の課題に係る卒業研究
を引き続き実施する。
○学生の授業受講機会を増やすため、選択科目（線形代数学・工業数学・力学）を全学
生対象のオンデマンド授業とする。

自己評価：ｂ 小項目評価：a
〇地元自治体運営の循環バス停留所の設置（もしくは停留所
　名称の追加変更）の働きかけ。
〇信州豊南短大との学術連携協定締結による学生間交流の促
　進。（信州豊南短大文化祭への学生参加）

〇自治体運営のバス路線のバス停に校名表示の要
　望活動を実施。
〇信州豊南短大と連携協定締結（R5.5.24）。
〇信州豊南短大学園祭では、学生間の交流を図り
　、当日（10/22）有志５名の学生が作品を出展し
　た。

〇バス停への校名表示について、自治体は路線バス全
体
　の見直しを行っており、ペンディングとなってい
　る。検討状況を注視していく。
〇信州豊南短大の文化祭準備では、学生同士が交流を図
　り、連携を実践した。

a

〇バス停への校名表示など、外部要因の大きい取組は地道に取り組むしかな
い。
〇他校との交流は学生の成長にとって大切なことであり、今後も継続して行わ
れたい。
〇校内での学生のあいさつが以前より元気がないのが気になる。

〇バス停への校名表示について、関係自治体の路線バス全体の見直しの検討状況を注視
し、状況に応じて働きかけを継続する。
〇信州豊南短大文化祭等における学生間交流を引き続き支援していく。
〇信州豊南短大から日本語表現の講師派遣を受け、就職に必要なスキル向上を図る。
〇大芝イルミネーションフェスティバルへの出展を検討する。（１作品以上）

〇自治体の奨学金制度新設の働きかけ。（１団体以上） 〇２自治体において、制度新設の相談を始めた。 〇引き続き継続的に自治体に奨学金制度新設を働きかけ
　ていく。 a

〇企業版のふるさと納税など、支援のメニューが増やせると良い。
〇金銭面のバックアップは学生に大変有用であり、継続して奨学金制度の新設
を働きかけられたい。

〇奨学金制度の積極的な広報と書類作成支援を継続する。
〇本校学生向け自治体独自奨学金制度の創設の働きかけを行う。（２団体以上）

自己評価：ｂ 小項目評価：a

学生の就職支援
・リクルート支援　学生への
　アンケート、就職率

〇相談・支援の充実。
〇南信工科短大振興会への入会の促進。

〇入会企業数：210社（２月）→230社（４月10日
　現在）　20社増 うち11社が上伊那以外の企業
〇校内企業研究会（合同企業説明会）に100社が参
　加。例年より回数を増やして実施。（3→4回）
〇就職希望者27名中26名が内定(３月末現在)

〇アンケートで、履歴書の事前添削の有効性について、
　５段階評価で、５が15名, ４が６名 ３が４名であ
　り、全般に高評価であった。
〇学校見学に訪れた企業等に対して、振興会の活動を積
　極的に紹介するなどしてきた結果と思われる。

s

〇地元企業への就職率の高さは、大変評価できる。
〇就職支援に関する教職員の活動は高く評価できる。
〇企業研究会に100社の参加は驚きである。履歴書添削などの就職支援も丁寧
　に対応されている。時間を要するが継続してご指導されたい。

〇「日本語表現」の授業で、履歴書の事前添削を行い、就職活動の充実を図る。
〇企業の採用意欲が強く校内企業研究会やインターンシップ説明会に多数の企業が参加
する傾向にあるため、有効な実施方法を検討する。
〇デジタルツールも併用し、学生に企業情報を効率的に届ける方法を検討する。

自己評価：ｂ 小項目評価：S

４年制大学への編入学制度の
確立

・編入学試験に係る募集制度
　等の整備

〇大学側の編入学試験募集要項の出願資格に本校の卒業者
　（卒業見込むを含む）を明記。（２大学）
〇単位互換制度（もしくは科目等履修生における受講料等の
　非徴収）の整備。
〇本校の人文科学分野一般教育科目及び専門基礎科目の充
　実。（４科目を新たに追加）

〇信州大学と諏訪東京理科大学の令和５年度編
　入学試験募集要項の出願資格に本校卒業者（見
　込み含む。）が明記された。
〇人文科学「日本語表現」、専門基礎科目「線形
　代数学」「力学」「工業数学」を第４期に開
　講。
〇３名が後期に開講された信州大学オンライン講

〇編入学の学科試験の難度が高く、本校教育の延長線上
　では到達できないレベルにある。特別な強化が必要に
　なれば、教員側の負担が増える可能性が高い。
〇職能短大の標準カリキュラムには教養科目が少ないた
　め、４年制大学への３学年に編入できたとしても、卒
　業までには実質的に３年間を要する。

a

〇複数の学生が編入学へトライしたこと自体が評価されます。そのためのサ
　ポート体制整備の更なる充実が望まれる。
〇編入学の選択肢が増えた意義は大きい。
〇編入学のハードルは高いが、今後どう実現するかも重要課題とされたい。

〇教養科目の更なる充実を検討する。
〇編入学希望者については，引き続き信州大学オンライン講座を受講させる。
〇選択科目３科目は編入希望者のみならず，全員が受講可能にするため，オンデマンド
　授業として開講する。（再掲）
○編入学合格者のフォローを編入先大学の教員と協力して実施する。

自己評価：ｂ 小項目評価：a

研究の推進
・研究取組数
・研究活動の内容
・共同研究実施件数

〇学会発表や学術専門誌への投稿数の増加（原著論文発
　表数：年間３報以上）。
〇地域企業や教育機関との共同研究の推進。（３テーマ）
〇論文作成と投稿の支援（論文出版費及び学会参加費の補
　助）。
〇信州豊南短大との学術連携協定締結による共同研究の推
進。

〇令和５年度国際専門誌２、国際口頭発表１、国
　内口頭発表４。
〇国際専門誌「small」に掲載された研究成果につ
　いてプレス会見を開催。NHKはじめ、多くのメ
　ディアで報道された。
〇令和５年度進展中の地域企業との共同研究６件
　（荒川教授２、中島教授３、松原教授１）

〇論文発表や地域企業等との共同研究を展開する者がい
　る一方で、教育に軸足を置いている教員もいる。教育
　重視の者も保有技術のレベルは高いため、分野が
　マッチすれば共同研究への直結も見込まれる。
〇研究機関としてのひとつの基準である学術専門誌への
　原著論文の年間発表数３をクリアーするため，論文作
　成支援策を充実する必要がある。

ｓ

〇学術雑誌への掲載に係る積極的な取組みは素晴らしい。更なる増加には、他
機関との連携による共著論文の増加を期待する。
○学会への論文投稿や共同研究を多数実施され、成果が出ている。
〇研究活動が更に活発になることを期待する。
〇短い就学期間でも、学生の研究意欲が感じられる。

〇飯田短大と咀嚼機能向上に関する共同研究（「おしゃべりカミンちゃん」の共同開
発）を開始する。
〇教員それぞれが保有する技術を、地域企業に展開できるようにするため、HPに教員紹
介ページに加えて「紀要」のアーカイブページを開設する。
〇原著論文の年間発表数３をクリアーするため，論文作成支援策（研究費・論文添削
費・共同研究紹介等）を充実する。

自己評価：ｂ 小項目評価：Ｓ

ＳＤＧｓ達成に向けた取組
・達成に向けた取組及び目標
　設定

〇SDGｓ関連授業（小水力発電等の自然エネルギー関連ほ
　か）の実施。（３回）
〇研究テーマの設定と実施。（１テーマ以上）

〇栗田氏の再生可能エネルギーに関する授業を３
　回実施した。
〇大芝高原内の小川の落差を利用し、栗田氏考案
　の発電機で発電実験を行うための電子回路を設
　計＆実装し、有意義な実験データを得た。

〇大芝高原での実験により、当地での利用が可能なこと
　を実証した。

ｂ

○環境に配慮した研究を進められたい。
〇他の取組との関連性もある課題であり、本項目を独立して評価するのは難し
　い。他の研究や取組をSDGsの何に該当するかを表してもよいのでは。

〇ＳＤＧs関連事業を継続実施する。（３回以上）
〇大芝高原における小水力発電実験装置の常設について、栗田氏を側面支援するため自
　治体との検討に入る。

自己評価：ｂ 小項目評価：ｂ

・技術支援実施件数

〇技術相談（連携協定締結機関からの紹介を含む）の充実。
　（３件以上）
〇地域プロジェクトへの参画。（２件）

〇伊那市からの委託により市内企業向けIoTハンズ
　オンセミナー（４回）の講師を担当。
〇県内企業３社からの要請により、それぞれ６
　回、７回、５回の現地技術講座を実施。
〇上伊那産業振興会が伊那市から委託されている
　アスパラガス自動刈取機開発及び市内企業のス
　マート工場化に参画している。

〇技術相談や学校見学には、引き続き積極的に対応して
　いく。
〇２つの地域プロジェクトの１つ、アスパラガス自動刈
　取機開発では本校教員が技術リーダーとなり、民間企
　業４社を統括して開発を進めている。これらを通し
　て、地域企業のレベルアップに貢献していく。

a

〇地域の課題の研究に、地域企業を巻き込むことで、この地域になくてはなら
　ない学校となっていくと思われる。
〇高まる地域の期待にどう応えていくかという課題とそれに対応する教員の
　キャパシティーとのバランスを令和６年度以降検討する必要がある。

〇アスパラガス自動収穫機の研究は次の段階である社会実装を目指して開発を継続す
る。
○伊那市主催のIoTツール実習セミナーを通じて、スマート化企業の創出を支援する。
〇振興会企業への画像処理検査に関する技術支援（もしくは共同研究）の検討に入る。

自己評価：ｂ 小項目評価：ａ

・地域イベント数　参加者ア
　ンケート内容

〇科学ふれあいフェアの開催。（１回）
〇小学生・中学校専門クラブ体験講座等の実施。（３回）
〇高大連携（インターンシップ受入）の実施。（１回以上）

〇科学ふれあいフェアは10月14日（土）開催、近
　隣17小学校から保護者含め529名が参加した。
〇体験講座等は夏休み期間中に３回、秋に１回、
　合計４回実施。
〇インターンシップは、駒ヶ根工業高校２年生13
　名を対象に３日間実施。

〇幼少期から科学に触れ、将来は理工系人材として地域
　を支える期待を持って各イベントを実施している。
〇工業高校との連携は本校受験に繋がることが期待され
　る。令和６年度以降も充実していく。 a

〇地域との連携には、手間暇がかかりますが、レピュテーションアップには
　本も効果的であると思います。すぐに効果が出るかは確約できないと思いま
　すが、継続することで成果につながるものと期待する。
〇Ｓに近い評価ができる。地域貢献としての成果も出している。
〇次世代を担う児童・生徒を対象とした幅広い年齢層へのものづくりの楽しさ
　の理解促進を継続されたい。

〇科学ふれあいフェアを開催する。（１回）
〇公民館活動（古文書デジタル化、公民館講座開催（２件以上））を支援する。
〇中学生向け「デジタルマスター講座」（ドローン・ロボットプログラミング講座）を
　実施する。
〇伊那小の総合的学習へのアドバイス協力を実施する。
〇インターンシップ受入れを実施する（３日間×２高校）。
○伊那市中学校キャリアフェスティバルに参加する。

自己評価：ｂ 小項目評価：ａ

校内の学習環境の整備
・外観の変化（植栽実施、敷
　地内の整備状況）

〇正面入口付近を中心とした植栽の実施及び日常的な整備。
　（コニファー約50本、利休梅２本）

〇９月に植栽完了（コニファー49本、利休梅２
　本）。（南信工科短大振興会による支援）

〇施工予定箇所に予定の本数を植栽し、学校正面のイ
　メージアップを図った。
〇コニファー等の植栽は来校者に好評であった。

ｂ
〇やはり学習環境の整備においては、寮の整備は必須と思います。粘り強く可
　能性を追求されたい。

〇学校正門付近の視認性の向上の検討。（正門付近の構造や看板設置など）
〇校内の植栽（特に高木）の剪定等により、景観の向上及び学習環境の整備に努める。

自己評価：ｂ 小項目評価：ｂ

南信工科短期大学校ビジョン
の策定

・内容の明確化と周知

〇ディプロマ、カリキュラム、アドミッションポリシー及び
　ビジョンの校内での共有。
〇保護者に対する周知（後援会総会等）、振興会会員企業へ
　の周知やHP等での公開。

〇６月20日の後援会において保護者に説明すると
　ともに、全保護者に郵送の上周知を図った。
〇運営協議会の意見を反映し、正式に策定、ホー
　ムページで公表済み。

〇教育、研究、地域貢献について、３つのポリシーとビ
　ジョン策定により、教職員の共通認識となった。
〇ビジョンの浸透については長いスパンでの取り組みが
　必要と考えている。

ｂ

○職員の共通認識のもと学校のますますの発展を望む。
〇ビジョンの明確化はされている。

完了済

　 小項目評価：ｂ
〇教職員による高校訪問、高校教員及び生徒の本校見学会を
　継続実施。（５回以上）
〇オープンキャンパスは、７月下旬開催予定の３年生対象の
　第２回目を、体験授業充実のため学科ごとに二日間に分け
　て土日に開催。（年間計５回）
〇これらに加えて、上伊那地域の受験生（合格者）確保のた
　め、教員同士の校内見学と相互の授業参観、個別オープン
　キャンパス、インターンシップによる強化対策を実施。
　（３回）

〇教職員による訪問校総数は、中南信地域を中心
　に26校45回。
〇オープンキャンパスは計５回実施、生徒97人、
　保護者71人が参加した。）
〇強化対策
・駒ヶ根工業高校：インターンシップに３年生16
　名と２年生20名が参加。
・上伊那農業高校：本校教員２名が訪問し、グロ
　ーカルコース発表会に参加。
・赤穂高校：本校教員が訪問し、今後の連携につ
　いて相談。

〇前半２回のオープンキャンパスは、前年を上回る参加
　者があり、多くの来校者に直接魅力をＰＲすることが
　できた。
〇定員充足の生命線である上伊那地域高校での認知度を
　高め、以降下伊那、諏訪岡谷、中信地域に広める。

a

〇広報活動はかなりの努力を感じる。
〇教員の教育業務外の取組は、外部からは見えにくいが、苦労をしていると感
　じられる。
〇今後は、外部への情報発信と共に、学校に直接足を運んでいただき、見学や
　教員と直接触れ合う機会を増やすことが重要と思われる。
○高校生に対して、多くの日程を割き、様々な機会を提供いただき感謝する。
　保護者へのアプローチを、いつどのように行っていくかが課題だと思われ
　る。

〇高校訪問の充実
　中南信地域を中心に高校ごとにタイミング（三者懇談，オープンキャンパスや出願期
　の時期）と説明内容を再検討し対応していく。
〇オープンキャンパスの充実
　在校生の協力（当日の説明・案内、後輩への働きかけ）を得る。また、1日を午前
　午後に分けて学科ごとに同日開催を検討する。
〇強化対策
　工業系高校：インターンシップを更に横展開して実施する。
　普通科高校：進路指導・担任教諭の校内見学の実施を新規開拓する。
　農業系高校：進路指導・担任教諭の校内見学の実施を新規開拓する。

〇取組ごとの発信の効果の分析とＰＤＣＡの実施。
〇科学ふれあいフェアーのデザインコンクールの継続。
〇研究成果、活動状況などの積極的広報。
〇伊那弥生ヶ丘高校1年生の探究の授業に協力。

〇デザインコンクールには9校、321名の応募があ
　り、フェアのイベントとして表彰式を開催し
　た。
〇伊那弥生ヶ丘高校探究の授業で、南信工科短大
　の魅力を同校の生徒に伝える授業に協力した。
〇ＨＰに教員紹介のページを開設した。

〇広報担当が令和５年度は3名に減員になったため、新
　たな広報活動はできず，現状の活動に留まった。
〇ＨＰによる教員紹介は、地域企業と本校の接点拡大に
　寄与すると思われる。

a

○学校間連携は手間や時間がかかると思いますが、今後も少しずつ拡張された
　い。
〇いずれも本校の特色ある取組であり、徐々に効果が出てくると思われる。

〇委員会メンバーを刷新し、全員で広報活動に当たり、新たな取組の導入もできるよう
　検討する。
〇HPとSNS(インスタグラム・ユーチューブ）の検索回数の状況を分析し掲載内容等を検
　討する。

〇他の教育機関等と連携した学校のＰＲ活動の共同開催の模
　索。
〇信州豊南短大との学術連携協定の締結。

〇学校見学会は、金融機関、重点高校、飯田産業
　センターなどと実施し、意見交換を行った。
　（16回、312人）
〇飯田短大との連携を模索するため、相互に学校
　見学を行い、意見交換を行った。

〇見学会後の意見交換において、共同研究の実例紹介や
　企業の課題に対する相談に対応していることをＰＲす
　るなど、積極的な連携を働きかけている。
〇飯田短大に連携協定の締結を働きかけている。令和６
　年度の締結を目指す。

a

〇学生自身が自ら発信して、南信工短をアピールする、又は卒業生による発信
　を考られたい。

〇地域の高校や協定を結んだ他の教育機関等と連携した学校のＰＲ活動と新たな取組の
　検討を行う。
〇飯田短大等新たな連携協定の模索と協定に基づく取組のＰＲにより知名度向上を図
　る。

自己評価：ｂ 小項目評価：ａ

受験者増及び入学定員の充足
（下記に掲げた全ての取組）

・受験者数及び入学者定員充
　足率

〇AO及び校長推薦の定数を検討する。
〇上伊那地域の受験生（合格者）確保のため、管内の高校に
　ついて、教員同士の校内見学と相互の授業参観、個別学校
　説明会、インターンシップ等を実施する。（３回）
〇諏訪・中信地区の応募者確保のため「諏訪メッセ」に参加
　しブース展示等を行う。

〇令和５年度入試からAOと校長推薦枠の合計を14
　名とした。
〇令和５年度の受験者数及び入学者数の状況
・A0入試、校長推薦、事業主推薦、一般入試など
　計６回入試を行った。
・受験者数合計：48人（25+23），入学者：38人
　（19+19）

〇一般入試については前中後期あわせても８名と例年の
　半数と激減した。この原因は南信の普通科高校では理
　工系進学希望の高校３年生がかなり減少したためと推
　測される。また，中信の工業高校では就職希望の生徒
　が多く進学希望者が減となった。
〇強化対策
　高校の先生を介して行うため、浸透していくのに時間
　を要する。

ｃ

〇短期での成果は出にくいと思いますが、地道な努力が必要かと思います。ま
　た、地元だけでなく、近隣地域にもＰＲをすることが必要です。そのために
　も学生寮の整備は必須です。
〇人口減少の中で受験者数の減はやむを得ない部分もある。少数精鋭で優秀な
　学生を輩出し続けることが学校の高評価に繋がる。
○高校訪問や諏訪工業メッセへの参加などを通じて、知名度向上を図り、多く
　の学生が集まる学校になって欲しい。

〇強化対策（再掲）
・工業系高校：インターンシップを横展開して実施する。
・普通科高校：教員（進路指導・担任教諭）の校内見学実施を新規開拓する。
・農業系高校：教員（進路指導・担任教諭）の校内見学実施を新規開拓する。
〇より効果的な取組みを検討するため、高校別や試験区分別等、過去の受験状況を科学
　的に分析する。
○編入学試験の合格実績を志願者確保に結び付ける方策を検討、実施する。

自己評価：ｃ 小項目評価：Ｃ

（評価基準）
　　小項目（取組単位評価）　　　　ｓ：事業計画を大幅に上回る　ａ：事業計画を上回る　ｂ：事業計画を実施　ｃ：事業計画はやや遅れている　ｄ：事業計画を十分に実施せず
　　小項目（評価項目単位評価）　ｓ：事業計画を大幅に上回る　ａ：事業計画を上回る　ｂ：事業計画を概ね達成　ｃ：事業計画を下回る　ｄ：事業計画を大幅に下回る
　　大項目評価　　　　　　　　　　　Ｓ：事業計画の進捗は優れて順調　Ａ：事業計画の進捗は上回って順調　Ｂ：事業計画の進捗は順調　Ｃ：事業計画の進捗はやや遅れている　Ｄ：事業計画の進捗は遅れている

・認知度向上
　見学会、オープンキャンパ
　ス等への参加者数

・メディア露出度
　ＨＰ等アクセス数　他教育
　機関との連携交流
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価
：

Ａ
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学校生活の充実
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Ｂ

目標
大項目

(VISION)

事業計画

・予定した取組の実施状況
・学生満足度

学校の魅力発信
(広報活動）


